




広域分散環境下でのpLSA
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並列pLSAを広域ネットで実行

∑
x′∈XK ,yn(x′, y) Pr[z|x′, y]

個人の嗜好データは復元できないのでプライシーの問題はない

しかし！
EMアルゴリズムの各反復で統計量をbroadcast

広域ネットワークで各反復ごとに同期は難しい
クラスタ構成のマシンより通信量の制約は強い

データを中心サイトに集めて計算



サイト適応型集団協調フィルタリング
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z1

x1 y

秘
サイト1 サイト2

z2

yx2

秘

Pr1[y|z1]
n1(y)

Pr2[y|z2]
n2(y)

中心サイトにデータを集積

中心サイト
サイトに適合したモデル

個人情報はサイト内



分布パラメータの次元縮約
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M
P̂r1[y|z]P̂r1[z]

P̂r2[y|z]P̂r2[z]

Pr2[y|z]Pr2[z]

Pr1[y|z]Pr1[z]

大域モデル

サイト適合モデル

サイト適合モデル

サイト局所モデル

パラメータ部分空間

パラメータ空間

情報幾何の考えに基づく距離や射影を利用



大域潜在変数の導入 (1)
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z1

x1 y

秘
サイト1 サイト2

z2

yx2

秘

Pr1[y|z1] n1(y) Pr2[y|z2] n2(y)

y

z1 z2

y

w

Pr2[y|z2]Pr1[y|z1]

中心サイト

固定 固定

共通の
大域潜在変数



大域潜在変数の導入 (2)
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サイト1で評価されたアイテム

logL1 =
∑

y

∑

z1,z2,w

n1(y)Pr′[z1, z2, w|y]

log
[
Pr1[y|z1] Pr[z1|w] Pr[z2|w] Pr[w]

]

Pr[y] =
∑

z1,z2,w

Pr1[y|z1] Pr[z1|w] Pr[z2|w] Pr[w]

潜在変数が分かった場合の対数尤度

logL1 + logL2 を最大化して大域パラメータを求める

Prnew[z1] =
∑

z2,w

Pr[z1] Pr[z2|w] Pr[w]
局所サイトの事前分布を返す



まとめ
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サイト適応型集団協調フィルタリング
広域ネットワーク上に分散

各サイトで個別に学習したパラメータだけを中心サイトに送る
計算が終わるまで，サイト間の通信は不要

個人情報の保護 
個人の嗜好データである分布パラメータ Pr[x|z] は外部に送信せ
ず，Pr[y|z] や Pr[z] だけを中心サイトに送る

各サイトに適応させた推薦モデルを獲得する
分布パラメータの次元縮約による方法
大域潜在変数を導入する方法

今後の予定
提案したサイト適応型集団協調フィルタリング手法の実装・実験




